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小回り中山への適
性が決して高いと

は思えず、皐月賞４、５着あたりからのダービ
ーで勝ち負けを想定していたら、皐月賞で異
次元の切れを見せて勝ち切ってしまった。考
えていたよりも強い馬だ。ディープ産駒で、母
系は欧州の良血、母はブライアンズタイムに
サドラーズウェルズの配合、スタミナも豊富
で、２４００ｍに不安は微塵もない。東京ですで
に高レベルの勝ち方を経験済み（共同通信杯）
なのは大きなアドバンテージとなる。

皐月賞で８番人
気の低評価に甘

んじた要因の一つが共同通信杯からの直行
であったこと。人気馬の凡走に助けられた
とフロック視されたものの、稍重で１分
47 秒４ならＶタイムとしては上々。３ハ
ロンごとの分割も35秒８→36秒０→35秒
６と能力がストレートに反映されやすい一
貫ペースだった。タフなラップ構成でも末
を伸ばせるのが最大の魅力。２分23～24
秒台の決着なら当然、上位争いだ。

二ノ宮敬宇(美) 蛯名正義騎手
父ディープインパクト
母エルメスティアラ (ブライアンズタイム)
主な戦績
皐月賞（ＧＩ）①、共同通信杯（ＧＩＩＩ）①
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池江泰寿(栗) Ｃ.ルメール騎手
父ディープインパクト
母 マルペンサ(Orpen)
主な戦績
皐月賞（ＧＩ）③、きさらぎ賞（ＧＩＩＩ）①
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！友道康夫(栗) 川田将雅騎手

父 ディープインパクト
母 ウィキウィキ(フレンチデピュティ)
主な戦績
皐月賞（ＧＩ）②、弥生賞（ＧＩＩ）①、若駒Ｓ（ＯＰ）①

マカヒキ

角居勝彦(栗) Ｍ.デムーロ騎手
父 キングカメハメハ
母シーザリオ(スペシャルウィーク)
主な戦績
朝日杯ＦＳ（ＧＩ）①、弥生賞（ＧＩＩ）②
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B l in d  s p o t

W in n in g  C h a n c e

皐月賞では近年稀に見るハ
イペースを途中から自ら引

っ張っていく形になり、それでも直線半ばまでは押し
切るかの構えを見せていた。最後はさすがにバテてし
まったが、負けてなお強し、改めてこの馬の高い能力
を思い知らされた。強風を見込んで早めに動いた鞍上
の判断がアダになってしまっただけで、決して力負け
ではない。ダービー馬の座をつかむことができるかど
うかは、道中の折り合い１つに掛かっている。

ラスト２ハロン 11秒１→
11秒０の新馬戦、１０秒８

→11秒７の朝日杯ＦＳを突き抜けたようにタメれ
ば世代屈指の瞬発力を発揮する。問題はその瞬発
力を引き出せないメンタル面。キャリアを重ねる
ごとに抑えが利かなくなっているのは減点材料だ。
５ハロン通過 58秒４のハイペースを追いかけた皐
月賞でも大崩れはせず。能力の絶対値は高いだけ
に、あとは折り合いひとつなのだが…。

皐月賞で直線の伸び脚が目立っての２着で、
最もダービーで見直されるタイプの走りを

から、おそらくは小回りコースでの瞬発力に長けた追い込み馬ではな
いだろうか。またディープとデピュティミニスター系の配合が、こと
ごとく「前哨戦ホース」であることも気になる。弥生賞が究極のパ
フォーマンスであり、あれ以上を望むのはなかなか難しいと思う。

新馬＝11秒１→11秒２、若駒Ｓ＝11秒０→
11秒１、弥生賞＝11 秒３→11秒３。皐月

賞までのＶ３はいずれもラスト２ハロン11秒台という極限の切れ味
勝負だった。２分を切った弥生賞、１分 58 秒１の皐月賞と走破時計
も優秀だが、ラスト２ハロンの爆発力こそがこの馬のストロングポイ
ント。ただ、一瞬の切れを武器とするだけに府中向きかは微妙なとこ
ろ。人気過剰なら割り引く手もある。

筋肉が柔らかそうで、胴の詰まった馬体には
かねてからアグネスタキオンに似ているとい

うイメージを持っていた。先日急死した母マルペンサは、アルゼンチン
の名門牝系。南米血統は概して軽い走りをする馬が多い。ただ、距離適
性は、マイルから２０００ｍがベストのはず。中山のようなゴール前の急
坂がないことは好転材料だが、ディープインパクト産駒といっても２４００
ｍへの延長は決してプラスではないと思う。

重の新馬戦が11秒７→11秒７→11秒５、稍重の
５００万下は11秒８→11秒５→11秒３。いずれ

もラスト３ハロン加速ラップを突き抜けて臨んだきさらぎ賞もラスト２ハ
ロンが11秒９→11秒３の加速ラップ。瞬発力レベルは文句なしの一級品
も、本質的にはスムーズなギアチェンジで徐々に加速していくタイプ。皐月
賞〝３強〟の中で最も府中の長い直線が合うのは間違いなくこの馬だ。
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